
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （中学校用）】

都道府県名 富山県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学 校 名 婦中町立城山中学校

学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年 特殊学級 計 教 員 数

学 級 数 ３ ３ ３ ０ ９
１９

生 徒 数 ９９ １１１ ９８ ０ ３０８

Ⅱ 研究の概要

１ 研究主題

基礎・基本の定着を図り、学力の向上を図るために、習熟度別学習をどのように

進めればよいか。

２ 研究内容と方法

（１）実施学年・教科

○ １年生 数学

・ 生徒の理解度に差が出やすい教科であるため。

・ 中学校入学時にすでに差がついている教科であるため。

○ ２年生 数学

・ 昨年度、取り組んだ学年であり、継続して研究するため。

○ ３年生 選択数学

・ 習熟度に応じて補充的内容の定着を図るため。

（２）年次ごとの計画

平 ○ テーマ

学習意欲を高め、確かな学力の定着と向上を図る習熟度別学習のあり方

成 ○ 研究の見通し（仮説）

、 、習熟度別学習を取り入れ 一人一人に応じたきめ細かな指導を行うことで

14 生徒の学習意欲を高め、学力を向上させることができる。

○ 研究の内容と方法

年 生徒一人一人の実態に応じたきめ細かな指導の充実を図るため、習熟度別

クラス分けの方法の研究及び少人数授業の実践等、個に応じた指導のための

度 研究体制、指導方法の工夫改善を図る。



○ テーマ

平 学習意欲を高め、確かな学力の定着と向上を図る習熟度別学習のあり方と

教材の開発

成 ○ 研究の見通し（仮説）

身に付けさる基礎・基本を明らかにし、習熟度別学習を取り入れ、さらに

、 、15 一人一人の学力を適切に把握して 個に応じたきめ細かな指導を行うことで

生徒の学習意欲を高め、学力を向上させることができる。

年 ○ 研究の内容と方法

習熟度別クラス分けの方法の研究及び少人数授業の実践等、個に応じた指

度 導のための指導方法、指導体制のさらなる工夫改善を図ると共に、発展的な

学習や補充的な学習など個に応じた指導のための教材を開発する。

○ テーマ

平 学習意欲を高め、確かな学力の定着と向上を図る習熟度別学習のあり方と

評価の改善

成 ○ 研究の見通し（仮説）

学力の構造を明らかにし 多様な習熟度別学習 例えばクラス別､テーマ別､、 （

16 学年全体等）を取り入れ、個に応じたきめ細かな指導、それに対する適切な

、 、 。評価を行うことで 生徒の学習意欲を高め 学力を向上させることができる

年 ○ 研究の内容と方法

習熟度別クラス分けの方法の研究及び少人数授業の実践等、個に応じた指

度 導のための指導方法、指導体制のさらなる工夫改善を図ると共に、学習意欲

を喚起する評価の方法を研究する。

（３）研究推進体制

① フロンティア事業に関する研究組織図

校長 教頭 全体研修会研究推進委員会

第１学年部会

教科部会 学年部会 第２学年部会

第３学年部会

② 研究委員

委員長 校長 寺井 誠 委員 教諭 高田 裕幸

委 員 教頭 荒川 弘子 〃 〃 高柳 茂

〃 教諭 林 俊樹 〃 〃 瀬川 真一

〃 〃 高橋 尚武 〃 講師 島倉 貴士

〃 〃 武蔵 薫



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題

１ 研究の成果

・ 学年３クラス(99名)を６グループに分ける習熟度別の少人数学習なので、生徒

一人一人を直接指導する時間が増え、手厚く指導できる。

・ 同グループで約３か月学習するので、発言しやすい雰囲気が生まれ、気軽に質

問する生徒が増えてきた。

・ 習熟度別学習では、グループ内の生徒同士の力が似通っていることもあって、

グループ内で生徒たちが互いに刺激しあい、競って問題練習をするなど積極的に

学習に取り組んでいる。また、指導する教員も良い意味でライバル意識を持って

指導している。

２ 今後の課題

・ 習熟度別グループの上位グループと下位グループを数学科の教員が担当し、中

位グループは数学科以外（免許外）の教員が担当しているため、中位グループの

学力が伸び悩んでいる。

・ １クラス２つに分ける等質の少人数学習を行っている２年生に比べて、習熟度

別学習（学年３クラスを６グループに分ける）を行っている１年生の診断的評価

問題の平均点の上昇率が低い。

・ 入学の時点での領域別の学力を把握して、指導計画を作成し、教材を開発して

いく必要がある。

Ⅳ 学力把握のための学校としての取り組み

・ １年生と２年生に同一の問題で診断的評価を実施する。また、グループ別の平

均点を算出し、グラフ化して推移を把握する。

・ 抽出せいとにより、学力の推移を把握する。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・ ホームページで、本校の取り組みを発信している。

・ 平成16年10月下旬に、古里小学校と合同で研究発表会の開催を計画している。

内容は、習熟度別の公開授業、研究経過の発表、講演会の予定である。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １４年度からの継続校

【学校規模】 ７～９学級

【指導体制】 少人数指導

【研究教科】 数学

【指導方法の工夫改善にかかわる加配の有無】 有
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